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工程工夫し工期ロスを軽減

設計コンセプト

内観・外観デザインに統一性

竣工に寄せて　株式会社シーアールイー

将来ニーズにもフレキシブルに対応

ロジスクエア一宮　竣工
（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１０月２０日　（金曜日）
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■工事名称：ロジスクエア一宮新築工事
■工事場所：愛知県一宮市大和町北高井字番上１－１　他筆
■発　注　者：株式会社シーアールイー
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：地上６階
■設　　計：株式会社塩浜工業東京本社一級建築士事務所
■施　　工：株式会社塩浜工業
■工　　期：年８月１日～年９月日

※撮影／アーバン・アーツエントランス トラックバース カフェテリア

　本施設は、敷地の出入り口が東西１カ所ずつに限られ、大
型車両の搬入出においては、建物の東に位置する県道のみで
あるため、緻密な搬入出計画を作成し工事車両の動線を確保
しました。
　工程面では、当時の市況の影響もあり円滑なスタートとは
いかず工程調整に苦慮しましたが、鉄骨建方を西から東への
片追いで進め、建方と並行して大屋根を葺（ふ）いていくこ
とで、成型機を乗せるためのステージ設置を省き、早期に屋
根をかけることで、降雨による工期のロスを大幅に軽減する
ことができました。

　施工面では、本施設の東側に設置したらせん状のランプウ
ェイは、県道から本施設が見える大きなポイントであります。
そのため手すり壁をＰＣとし、きれいな曲面を描く非常に存
在感が際立つものとなっております。
　外構のアスファルト舗装では、ＰＥＴアスコンを採用する
ことで環境負荷低減に寄与することができ、路面の見た目も
統一化された仕上がりになっております。
　施工中は、シーアールイーのご担当者様と打ち合わせする
中で、納まりや仕上げに妥協せず、追求するところなど非常
に勉強させていただきました。また施工者に対するさまざま
なご配慮をしていただき、深く感謝申し上げます。

株式会社塩浜工業　所長　下坂　享 倉庫内観

　計画地は名神高速道路一宮ジャンクションの南に位置し、
周囲は田園風景の多い緑豊かな土地に、地区計画による総合
開発を行った３敷地の一番南に計画されました。
　本施設は１階、３階にトラックバースを計画したマルチテ
ナント型の物流施設です。３階への車路にはシングルランプ
でアクセスを行い、２階倉庫にも外部からのアクセスを設け
ることで利便性を考慮した計画としています。また、東西の
コアに中間階を設けることで事務所エリアを拡張し複数のテ
ナントで兼用できるフレキシビリティーを高めた【法６階建
て】の施設としています。外観デザインはサンドイッチパネ
ルを採用し、シルバーをベースにブラック系のパネルをアク
セントに用いたモノトーンを基調としたデザインとしまし
た。

　内部デザインは外観デザインに併せモノトーンデザインを
モチーフに、各エントランスにライン照明をアクセントとし
たシックモダンなデザインとしています。
　東エントランスには１階、．階に外部とともに吹き抜け
空間を設けることでガラスを通して外部とのつながりを感じ
ることができます。中央コア４階には屋外テラスを含めた共
用休憩室を設け、倉庫で働く方々が心地よく休めるように床
材は重歩行のビニル床シートを採用しました。
　倉庫内、コア各所のサイン計画は施設から眺望できる【伊
吹山】をテーマにデザインしました。モノトーングラデーシ
ョンを用いることで山の演出を行い、外観、内部のデザイン
に統一性を持たせた計画としています。
　環境対策は全館ＬＥＤ照明を採用し、人感センサー、節水
型衛生器具を採用しＣＡＳＢＥＥあいちのＡランクを取得し
ています。

株式会社塩浜工業　技術本部　設計３部　益田　洋

航空写真（一番手前がロジスクエア一宮）

　このたび、愛知県一宮市で開発を進めてきました大型物流
施設「ロジスクエア一宮」が完成いたしました。本施設は、
地方主要道路の西尾張中央道に隣接し、東海北陸自動車道
「一宮稲沢北ＩＣ」から約．㎞、「一宮西ＩＣ」から約．
㎞に立地しています。隣接する「一宮ＪＣＴ」は、東西の大
動脈の一つである名神高速道路と、東海地方と北陸地方を南
北につなぐ東海北陸自動車道の結節点であり、大消費地であ
る名古屋市内への配送はもちろん、広域物流拠点立地として
も優位性を備えています。

　トラックバースを１階および３階に備える最大４テナント
への分割賃貸が可能なマルチテナント型の施設で、最上階に
は、入居テナントが利用できるカフェテリアを配置し、雇用
促進、職場環境の向上に寄与いたします。
　将来対応としましては、荷物用エレベーターや垂直搬送機、
事務室の増設、庫内空調設備設置の際の配管ルートや室外機
置き場の確保など、入居テナント様のニーズの変化にも一定
の対応ができる仕様とし、さまざまな物流ニーズに対応し得
る機能性・汎用性を兼ね備えた当社の基本スペックを満足し
た計画となっています。
　結びに、設計、施工により期日通り完成に導いて下さった
塩浜工業様に御礼申し上げます。


